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そもそも、教育委員会とは？

教育委員会は、都道府県及び市町村等に置かれる合議制の執行機関とされていて、
学校教育だけではなく、生涯学習、文化財保護等の幅広い分野を所管しています。

•首長からの独立性

政治的中立性の確保

• 合議制

継続性・安定性の確保

• 住民による意思決定（レイマンコントロー

ル）

地域住民の民意の反映

教育委員会制度の意義と特性

「合議制」とは？

みんなで話し合って決める

→ 独断で決めることができない

∴ 継続性・安定性の確保が図られる

「教育委員会」とは？

教育長と教育委員で構成する合議制の執行機関

「執行機関」とは？

自らの判断と責任において、事務を管理及び

執行する機関（組織）

※教育委員会と知事部局はグループ内の別会社

のイメージ



「教育委員会」と「教育庁」の違いは？
○ 教育委員会

・・・教育長と教育委員で構成する合議制の執行機関 （狭義の「教育委員会」）

○ 教育庁

・・・教育委員会の事務局 → 職員が実際に勤務する組織

※ 教育委員会と教育庁を合わせて「教育委員会」と呼ぶこともある（広義の「教育委員会」）

〇地方教育行政の組織及び運営に関する法律
第３条（組織） 教育委員会は、教育長及び四人の委員をもつて組織する。

〇沖縄県教育庁組織規則
第２条（事務局の名称及び位置） 教育委員会の事務局は、沖縄県教育庁（以下「教育庁」という。）と称する。



狭義の教育委員会

教育庁



教育委員会（教育庁）の組織概要

本
庁
各
課
の
業
務

課名 主な業務内容

総務課
教育行政の総合的な企画調整、予算及び決算の総括、教育委員会の会議、統計調査、事務局等の職員人事、広報・
広聴など

教育支援課
県立学校の管理運営、修学に関する負担軽減、授業料、市町村立学校の教育設備の整備への助成、県立学校の教育
設備の整備、教育情報ネットワークの総括など

施設課
県立学校の施設整備及び営繕、教育財産の管理運営の総括、学校緑化事業、市町村立学校の施設整備に係る助成な
ど

学校人事課 教職員の人事・給与、教育職員免許状に関すること、教職員候補者選考試験に関することなど

働き方改革推進課 教職員の働き方改革に関すること、労働安全衛生に関することなど

県立学校教育課
県立学校の教育課程、生徒指導、入学者選抜、特別支援学校及び小・中学校の特別支援学級など障害のある児童生
徒の教育に関することや産業教育に関することなど

義務教育課 幼稚園・小学校・中学校の教育課程、生徒指導、学力向上に関することなど

保健体育課 児童の体力向上、学校保健、食育、学校給食、学校の安全に関することなど

生涯学習振興課
生涯学習・社会教育の推進、青少年の健全育成、家庭教育、県立図書館・青少年の家の管理に関すること、公民館
関係など

文化財課
学校における芸術文化、指定文化財の保存・活用及び伝承者の養成、銃砲刀剣類登録、埋蔵文化財の保護、琉球歴
史及び沖縄県史の調査研究など

・本庁（県庁）に上記の10課
・出先機関（教育事務所）が６箇所（国頭・中頭・那覇・島尻・宮古・八重山）
・教育機関が10箇所（離島児童生徒支援センター、総合教育センター、図書館、埋蔵文化財センター、青少年の家(名護・石川・糸満・玉城・宮古・石垣)）
※青少年の家は全て指定管理者が管理しているので職員の配置はありません





沖縄県職員採用ガイダンス2025

教員の働き方改革推進について

県教育庁働き方改革推進課

働き方改革班

1



１.学校における働き方改革は、

■ どこを目指すのか？

【本日の流れ】

■ どのように、推進するのか？

■ なぜ、推進するのか？

２.学校における働き方改革の着実な推進に向けて…
２



■ 学校における働き方改革は、どこを目指すのか？

学習指導要領

子どもたちへのより良い教育を行う

令和の日本型学校教育
３



☞ 学校における働き方改革の推進が必要不可欠

✓ 職場での良好な人間関係 ✓ ゆとりある時間

✓ 児童生徒との信頼関係 ✓ 研修や教材研究等の充実

✓ 安全・快適な職場環境の形成 ✓ 長時間勤務の改善

・・・ 等々

教職員に時間と機会の創出が必要

★ 教職員が忙しすぎることは、子供たちのためにならない

■ 学校における働き方改革は、どこを目指すのか？

子どもたちへのより良い教育を行う
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★ 学校における働き方改革推進により時間と機会が創出

☞子供たちへのより良い教育（令和の日本型学校教育）の実現

■ 学校における働き方改革は、どこを目指すのか？
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① 働き方改革の経緯 （これまで）

■ なぜ、推進するのか？

６



【資料】厚労省：過労死等防止啓発パンフレットより抜粋

２０１６年 ２０１７年

●人生100年時代
（人生100年時代構想会議 内閣府）

２０１５年

【資料】おきなわSDGsアクション
プランより抜粋

【資料】内閣府HPより抜粋 https://www8.cao.go.jp/cstp/society5_0/

●働き方改革を推進するための関係法律の
整備に関する法律 （平成30年７月６日公布）

・時間外労働の上限規制

☞原則として月45時間、年360時間

２０１8年

２０１４年

●第14回産業構造
審議会総会

（経済産業省）

② 働き方改革の経緯 （これまで）■ なぜ、推進するのか？

★ 働き方の認識が変わった（成長社会から成熟社会へ） ７



◆教員不足

校 種 人数

小学校 ３名

中学校 ５名

高等学校 ３名

特別支援学校 １名

・教員未配置状況（令和６年４月）

★教職における魅力の向上

✓人材発掘・確保・採用

✓教職の希望者の育成

◆業務の多忙化

月平均割合
(月平均人数) R３ R４

市町村立
小・中学校

2.9%
(285.9人)

2. 7 %
(276.3人)

県立学校 2.0%
(116.6人)

2.６%
(147.4人)

・時間外勤務80時間以上の教職員

★長時間勤務の是正

✓思い切った業務改善

✓メンタルヘルス対策

☞ 人材確保と持続可能性（健康を守る勤務環境等）が大切

③ 沖縄県の教育現場の状況（現在）■ なぜ、推進するのか？
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◆『学校における働き方改革アンケート（2023）』の回答状況

③ 沖縄県の教育現場の状況（現在）■ なぜ、推進するのか？

９



質問項目「改善または削減が必要と考える業務や制度」の記述回答の結果

※ユーザーローカル AIテキストマイニングツール（ https://textmining.userlocal.jp/ ）による分析

●実施期間
・令和5年４月～５月

●実施状況
・本県公立学校教職員

16,234名

・回答数
7,886件（48.６％）

●調査方法
・web調査 記述式回答

〈課題〉
教員の本来職務である

授業 評価 研修
に関わる業務も負担と
感じる勤務環境の現状

↓
本来職務に集中できる

勤務環境の改善
☞ 勤務環境の改善（魅力ある職場づくり）

◆『学校における働き方改革アンケート（2023）』の回答状況

③ 沖縄県の教育現場の状況（現在）■ なぜ、推進するのか？
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☞令和５年度当初の教員未配置数は23人

③ 沖縄県の教育現場の状況（現在）■ なぜ、推進するのか？
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③ 沖縄県の教育現場の状況（現在）■ なぜ、推進するのか？

12



「教職員の厳しい勤務環境の改善」

５年後、10年後の学校は･･･？

これからも

「教職員が選ばれ続ける職業」

「学校が選ばれ続ける職場」

であるためには？

③ 沖縄県の教育現場の状況（現在）■ なぜ、推進するのか？
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【働き方改革推進課】 （令和５年度４月設置）

☆健康管理班 ☞ 教職員のメンタルヘルス対策の充実

☆働き方改革班

子供たちのために、教職員が “働きやすく”、
“働きがい” を感じることのできる教育環境の整備！

☞ 学校における働き方改革の推進

③ 沖縄県の教育現場の状況（現在）■ なぜ、推進するのか？

＜特命＞
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◆子どもたちへの”よりよい教育”を行うためには？

■ どのように、推進するのか？
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◆ 教育環境を整えるには？

時間と機会の創出が必要

☞「３軸・６視点」の実感を向上するためには？

■ どのように、推進するのか？

16



◆ 時間と機会を創出するためには？

☞『私たちのピース・リスト２０２３』
を活用し、自分事として取り組む

■ どのように、推進するのか？

17



『私たちのピース・リスト』 表紙
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『私たちのピース・リスト』解説動画資料 P５
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【文部科学省】 第4期教育振興基本計画

【基本施策】 学校における働き方改革、処遇改善、指導・運営体制の充実の一体的推進

これら一連の施策を安定的な財源を確保しつつ、令和６年度から３年間を集中改革期間とし、
スピード感を持って、令和６年度から小学校高学年の教科担任制の強化や教員業務支援員の
小・中学校への配置拡大を速やかに進めるとともに、令和６年度中の給特法改正案の国会提出
を検討するなど、少子化が進展する中で、複雑化・多様化する課題に適切に対応するため、計
画的・段階的に進める。

■ どのように、推進するのか？

◆ 取組期間は？

★ 中央教育審議会初等中等教育分科会質の高い教師の確保特別部会報告（令和6年5月13日）

☞「令和の日本型学校教育」を担う質の高い教師の確保のための環境整備に関する

総合的な方策について（審議のまとめ） 20



https://www.pref.okinawa.jp/kyoiku/edu/1008490/1008491/10085
08/1024388/1027590.html

◆ 沖縄県教育庁HPに動画資料等も掲載！

■ 学校における働き方改革の着実な推進に向けて…

21
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■ 集中取組期間（令和6～8年度）のイメージ

★成果指標
「３軸・６視点」の実感の向上

〇学校評価、管理職アンケート
・肯定的回答の割合を

80％以上

〇時間外在校等時間
・月80時間を超える教職員を

ゼロ

・月45時間、年360時間を
超える教職員の年平均割合を
令和５年度の50％以下

【令和６年度】☞初年度の評価・検証

『私たちのピース・リスト2023』

★短期の取組目標（24項目）の完遂 〈最終年度〉

〇中期・長期の取組目標の実施

【令和７年度】☞中間年度の評価・検証

『私たちのピース・リスト2023』

◎中期・長期の取組目標の実施の継続

【令和８年度】☞最終年度の評価・検証

『私たちのピース・リスト2023』

★中期の取組目標（24項目）の完遂 〈最終年度〉

〇長期の取組目標の実施の継続

「子供たちへのより良い教育」を行っていく
ことができる教育環境を整える
☞児童生徒と教職員のウェルビーイングの向上

☞『私たちのピース・リスト２０２３』 22



★ 『私たちのピース・リスト2023』における「教育委員会が中心となって取り組む事項３８項目」
No. 取組事項 ※青文字：短期の取組目標

1 教員業務支援員等の適正配置

2 スクールカウンセラー、スクールソーシャルワーカーの適正配置

3 部活動指導員の適正配置

4 学習支援員・特別支援教育支援員の適正配置

5 ICT支援員の適正配置

6 小学校における専科指導担当教師等の配置拡充

7 教員のなり手の確保

8 長時間勤務の改善

10 メンタルヘルス不調の予防に向けた取組の充実

11 復職支援に向けた体制の充実

12 校務分掌の負担軽減

13 学校に対する過剰な要求等に対応する支援体制の構築

14
時間外在校等時間月45時間、月80時間、年間360時間以上の教職員の
状況把握

15
「GIGAスクール構想の下での校務DX化チェックリスト」（文部科学
省）の各項目の検討

16 県立学校における年間指導計画とシラバスの見直し

17 ICTを活用した効率的・効果的な職員研修の推進

18 各教育委員会から学校へ依頼する調査・報告等の整理・削減

19 関係団体等への各種コンクール等の周知・募集方法等の見直しの依頼

20 県立学校の新しい入試制度に係るICTを活用したシステムの構築
21 校務支援システムを効率的・効果的に運用できる環境整備

No. 取組事項 ※青文字：短期の取組目標

22 学校給食費の徴収方法の見直し
23 学校徴収金の内容や業務等の見直し
24 小中学校における県独自の学力調査等の実施・方法等の見直し

25
小中学校における全国学力・学習状況調査の自校採点・Webシステム
入力業務の見直しの検討

28 教育職員の時間外在校等時間の上限に関する教育委員会規則等の制定
29 年度末の事務処理及び新年度の準備時間の確保
30 初任者研修等の体系の見直し

31
校長会・教頭会・PTA等関係団体との学校における働き方改革の推進
に関する意見交換等の場の設定

32
具体的な取組内容をホームページ等で情報発信する等、好事例の横展
開の推進

33 外部団体主催の検定試験の実施方法等の見直し
34 小動物の世話や散水の見直し

35
放課後から夜間などにおける見回り、児童生徒が補導されたときの対
応の適正化

36 部活動の大会等の在り方・運営方法等の検討･依頼
37 部活動の地域移行に係る取組の推進

38
コミュニティ・スクール（学校運営協議会制度）設置と地域学校協働
活動との一体的推進の検討

44 保護者、地域、首長部局等との連携協働体制の構築
46 教職員の地域行事等への動員等の見直し
50 学校における部活動指導体制の工夫

◆ 令和６年度 重点的取組

「みんなの学校！ピースフル・プラン」の着実な推進 ☞「私たちのピース・リスト2023」の活用

23



重点項目 課題 ピース・リスト2023

１メンタルヘルス対策の推進
▲ 精神疾患を理由とした休職者数の増加等、メンタルヘルス対策
       への対応が必要

８、10、11、14、
28

2 部活動による教職員の負担軽減
▲ 教職員アンケート結果の意見等から部活動顧問や大会引率等の

負担軽減が必要等、部活動に関する対策を推進が必要

３、36、37、50

３教育DXの着実な推進
▲「GIGAスクール構想の下での校務DX化チェックリスト」（文科
      省）の回答結果や教職員アンケート結果等から、クラウド環境

や校務のペーパレス化等、教育DXを推進する環境整備が必要

５、15、16，18、
19、20、21、22、
23、32

４学校問題解決支援体制の構築
▲ 新規モデル事業（文科省）である学校問題解決支援事業の実施

に向けた各課の連携体制の構築が必要
２、13、35

５学校・家庭・地域との連携分担
▲ 学校・家庭・地域の連携・協働に向けて、コミュニティ・ス

クールの推進等、各課の連携体制の構築が必要
31、33、34、38、
44、46

６教育の質の向上を図る環境整備
▲ 令和の日本型学校教育の実現に向けて、各課が連携して
教育の質の向上を図る環境整備が必要

１、４、６、７、
12、17、24、25、
29、30

☞ 各取組事項のうち、関連性が高い項目を取りまとめ、関係各課が連携・協働して取り組めるよう、
６つの重点項目として整理

★ 『私たちのピース・リスト2023』における「教育委員会が中心となって取り組む事項３８項目」

◆ 令和６年度 重点的取組

「みんなの学校！ピースフル・プラン」の着実な推進 ☞「私たちのピース・リスト2023」の活用

青太字数字は短期の取組目標
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★推進本部会義
☞ 年３回開催

①６月７日（金）
②11月１日（金）
③２月７日（金）

★作業部会義
☞ 年４回開催

①４月12日（金）
②７月５日（金）
③10月18日（金）
④１月22日（水）

★ワーキング・チーム設置・活用

★小部会開催
☞随時

※令和5年度
・小部会数 １８
・開催回数 31

小部会の活用

●推進方法【１】働き方改革推進本部会議・作業部会・外部連携部会の効果的な運営
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ワーキング・チーム No. 取組事項（〚私たちのピース・リスト2023』） ※青文字：短期の取組目標

WT１
メンタルヘルス
対策の推進

8 長時間勤務の改善

10 メンタルヘルス不調の予防に向けた取組の充実

11 復職支援に向けた体制の充実

14 時間外在校等時間月45時間、月80時間、年間360時間以上の教職員の状況把握

28 教育職員の時間外在校等時間の上限に関する教育委員会規則等の制定

WT2
部活動による
教職員の負担軽減

3 部活動指導員の適正配置

36 部活動の大会等の在り方・運営方法等の検討･依頼

37 部活動の地域移行に係る取組の推進

50 学校における部活動指導体制の工夫

WT３
教育DXの着実な
推進

5 ICT支援員の適正配置

15 「GIGAスクール構想の下での校務DX化チェックリスト」（文部科学省）の各項目の検討

16 県立学校における年間指導計画とシラバスの見直し

18 各教育委員会から学校へ依頼する調査・報告等の整理・削減

19 関係団体等への各種コンクール等の周知・募集方法等の見直しの依頼

20 県立学校の新しい入試制度に係るICTを活用したシステムの構築

21 校務支援システムを効率的・効果的に運用できる環境整備

22 学校給食費の徴収方法の見直し
23 学校徴収金の内容や業務等の見直し

32 具体的な取組内容をホームページ等で情報発信する等、好事例の横展開の推進

●実践内容 ①ワーキング・チーム（WT）の設置・活用
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ワーキング・チーム No. 取組事項（〚私たちのピース・リスト2023』） ※青文字：短期の取組目標

WT４
学校問題解決支援
体制の構築

2 スクールカウンセラー、スクールソーシャルワーカーの適正配置

13 学校に対する過剰な要求等に対応する支援体制の構築

35 放課後から夜間などにおける見回り、児童生徒が補導されたときの対応の適正化

WT５
学校・家庭・地域
との連携分担

31
校長会・教頭会・PTA等関係団体との学校における働き方改革の推進に関する
意見交換等の場の設定

33 外部団体主催の検定試験の実施方法等の見直し

34 小動物の世話や散水の見直し

38 コミュニティ・スクール（学校運営協議会制度）設置と地域学校協働活動との一体的推進の検討

44 保護者、地域、首長部局等との連携協働体制の構築

46 教職員の地域行事等への動員等の見直し

WT６
教育の質の向上を
図る環境整備

1 教員業務支援員等の適正配置

4 学習支援員・特別支援教育支援員の適正配置

6 小学校における専科指導担当教師等の配置拡充

7 教員のなり手の確保

12 校務分掌の負担軽減

17 ICTを活用した効率的・効果的な職員研修の推進

24 小中学校における県独自の学力調査等の実施・方法等の見直し

25 小中学校における全国学力・学習状況調査の自校採点・Webシステム入力業務の見直しの検討

29 年度末の事務処理及び新年度の準備時間の確保

30 初任者研修等の体系の見直し

●実践内容 ①ワーキング・チーム（WT）の設置・活用
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■各機関・組織等 取組内容等

〇各課 ✓推進計画「私たちのピースフル・プラン』の推進
☞「３軸６視点」を踏まえた『ピース・リスト2023』の各取組の実践

✓働き方改革推進関連事業の取組推進

〇各教育事務所 ✓推進計画「私たちのピースフル・プラン』の推進
☞「３軸６視点」を踏まえた『ピース・リスト2023』の各取組の実践

✓市町村教育委員会への支援

〇ワーキング・チーム（WT） ✓ 『私たちのピース・リスト2023』の効果的な活用
✓ 適宜開催（各WTで開催）

〇小部会（外部連携部会） ✓ 各機関との推進計画の理解醸成・連携分担・実践
✓ 適宜開催（WTとも連携し、必要に応じて各課担当も参加）

〇作業部会 ✓ 推進計画の進捗確認・新たな課題等への協議等
✓ 年間４回（４月、７月、10月、１月）開催

〇本部会議 ✓推進計画の進捗状況報告、各種決定内容の協議
✓年間３回（６月、11月、２月）開催

【参考２】 各機関・組織における主な取組内容等

■備考

・アンケート関連 ✓管理職アンケート、学校評価結果集計、ピース・リスト2023取組状況確認（12月～１月）
✓長時間勤務者数の調査（４月と10月）

・働き方改革推進関連事業 ✓ 随時（次年度に向けた計画立案含む） 28
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